
 

 

令和３年度第３回堺市東区政策会議テーマ別会議「ひがし文活」 議事要旨 

 

開催日時  令和４年 ３月１６日（水） 午前１０時３０分～午後０時００分 

開催場所  東区役所 １階 １０７会議室 

出席構成員 池﨑守、小西貢、城岡キヌ子、鈴木義規、辻有理、西野巳佐夫、林聡子、 

福田崇子、正木幸彦、渡士晶子 

事務局職員 東区役所企画総務課 中部企画係長、大野、酒井 

議題    東区の歴史・文化の発掘・発信～次世代への継承 

配付資料  ・（資料１）第３回テーマ別会議「ひがし文活」座席表 

    ・（資料２）堺市東区詮索会議テーマ別会議「ひがし文活」の取組について 

    ・（資料３）堺市東区テーマ別会議メンバー募集（案） 

 

【会議内容概要】 

１ 事務局より、資料２をもとに前回会議の結果を確認し、先行実施として駅での子ども 

絵画展示事業について提案。また、４年度事業予算案を提示。 

２ 意見交換 

 【各発言要旨】 

  〇 まとめられた提案だと思い、街中で文化にふれあえる内容だと思う。北野田駅の掲

示スペースは、以前地域で使った経緯もあるし、周辺の店舗等に広がればと思う。 

    この内容であれば、事業予算も多くはかからない。 

  〇 具体的な提案を提示してもらったと思う。展示場所も例えば、初芝の西側ロータリ

ーの整備に併せて掲示板を設置するとか、順次増やしていければよい。また、雨対策

にも予算を使えばよいと思う。 

  〇 この絵画の掲示開始当初はそんなに目立たないと思うが、地域で掲示場所を増や

す検討を進めたり張り替えを進めたり、また校区に関わらず掲示するなど、継続する

というのが大切と思う。 

  〇 学校にお願いすると授業とかで学校も大変だろうからこちらから公募するという

ことでよいか。 

  〇 ロータリークラブが市役所本庁舎で子どもの絵画を展示していることなどを考え

ると、学校を通してというのはやはり難しいと思う。 

  〇 「東区」と限定すると子どもたちも描きにくいと思うので、「私たちのまち」とす

るほうが、ハードルが低くて良い。 

  〇 各地域あちこちで「絵画展」をしているし、学校を通じればそれなりに集まるが、

今回はどれだけ応募してくれるのか確認してみたいし、今後の進め方の検討にもな

るのでぜひとも公募でやってみてはどうか。どれほど応募してくれるかわからない

が、２、３カ月間は十分掲示できると思う。 



 

 

〇 きっかけがないと、子どもが自ら描こうという行動に移さないのではないかとも

思う。 

〇 学校には、案内だけするというのはどうか。ただ、事務局が提案している５月頃の

募集というのは時期が悪いのではと思う。 

〇 絵を描く時間の確保は難しいと思う。学校でタブレットを使用しているので「マイ

ンクラフト」などの活用もある。 

〇 学校行事もあるので、５、６月に案内して、夏休みの製作、９月や１０月に展示す

るというのはどうか。 

〇 掲示する場所も、地域の協力を得ながら商店街や銀行での展示もある。 

〇 夏休みの宿題として出てきた絵を、それぞれ複数の展示（主催、募集者別）に振り

分けているようなので、まちに関する絵をこちらに回してもらうという案もある。 

〇 参加賞を提供するのはどうか。 

〇 他都市のことだが、ふるさと納税のときの通知書に子どもの絵が印刷されていた。 

 例えば、防災マップなどに刷り込むというアイデアもある。 

〇 課題もあるが、一度この提案スケジュールで実施してみてもいいのではと思う。 

 授業の一環でというのは避けて、こちらから学校に出向いて子どもたちに呼びかけ

てはどうか。我々の思いを子どもたちに伝えて、子どもたちの意欲を引き出したいと

思う。 

〇 この会議に所属していない校区もあるので「文活メンバー」が９校を回るとか、動

画を流して案内、募集してもよいのではないか。 

〇 今が３月なので、実行のスケジュール感をしっかりと持つ必要がある。いつまでに、

誰が何をするのか、募集テーマをどうするのか、募集の広報をどうするのかを今、決

めてはどうか。 

〇 「私のまち」をテーマにして、学校には案内を出して子どもたちに配ってもらう、

賞はなしで駅に展示する。なお、まちづくりの一つの方策として、今回は地域に絵画

をあふれさせ、文化を新たに生み出そうとする行為の一つと位置付ける、ということ

で良いと思う。 

〇 鉛筆１本など少しでも参加賞は用意したほうが良いので、予算の中で考えてほし

い。 

〇 会議メンバーの公募の提案は、基本的には了解するが、東区では校区自治連合会・

東区自治連合協議会と東区役所は、協働して具体的な行動を共にしながらまちづく

りを進めているということは説明しておきたい。 

〇 「若い世代が欲しい」となっているが、行動するうえでの高年齢者を求めているの

ではないなら、年齢にかかわらず「若い気持ちを持って行動する」でよいのではない

か。 

〇 地域の自主活動組織「まちづくりの会」のメンバーの中に全国的にまちづくりに関



 

 

わっている大学教員がいるので了解いただければ、参加させたいと思う。 

〇 応募資格には合わないが、広く意見を求めるとのスタンスであれば、東区の外から

今までの知見を披露してもらえるのが期待できるので良いのではないか。また、検討

事項だが募集人数外でもいいのではないか。 

 

３ 閉会 


